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昨
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
に 

 
 

 
 

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に 

 
 

 
 

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
ほ
ど 

 
 

 
 

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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部
員
一
同 

 

佐
賀
地
本
は
、
12
月
17
日

（
日
）
、
小
城
市
牛
津
公
民
館

に
お
い
て
、
藤
木
卓
一
郎
県
議

か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
国
外
情

勢
や
災
害
派
遣
活
動
を
主
と
し

た
防
衛
講
話
を
行
い
、
あ
わ
せ

て
陸
海
空
自
衛
隊
の
豆
知
識
や

意
外
な
自
衛
隊
の
装
備
品
等
に

つ
い
て
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
講
演
で
は
、
先
ず
厳
し
さ

を
増
す
国
外
情
勢
及
び
弾
道
ミ

サ
イ
ル
対
処
の
仕
組
み
を
説
明

し
た
後
、
平
成
29
年
７
月
九
州 

 

佐
賀
地
本
は
、
12
月
８
日

（
金
）
、
西
部
方
面
総
監
湯
浅

陸
将
の
初
度
視
察
を
受
察
し
ま

し
た
。 

 

西
部
方
面
総
監
は
、
九
州
・

沖
縄
地
方
の
防
衛
・
警
備
を
担

任
す
る
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面

隊
の
指
揮
官
で
あ
り
、
そ
の
総

監
を
補
佐
す
る
司
令
部
機
能
と

し
て
、
熊
本
市
に
西
部
方
面
総

監
部
が
所
在
し
て
い
ま
す
。 

 

本
視
察
は
、
佐
賀
地
本
の
現

状
を
確
認
し
て
頂
く
た
め
、
会

議
室
に
お
い
て
、
現
在
の
各
種 

北
部
豪
雨
に
係
る
災
害
派
遣
活

動
の
状
況
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
日
本
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
先
人
が
こ
れ
ま
で
３

回
の
外
国
か
ら
の
侵
略
に
立
ち

向
か
い
「
時
代
の
責
任
」
を
果

た
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の

美
し
い
日
本
を
護
っ
て
き
た
こ

と
、
こ
れ
か
ら
も
自
衛
隊
が

「
最
後
の
砦
」
と
し
て
、
決
し

て
諦
め
る
こ
と
な
く
、
こ
の
美

し
い
日
本
を
護
り
続
け
る
こ
と

を
誓
い
講
演
を
終
了
し
ま
し
た
。 

状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

庁
舎
内
外
の
巡
視
及
び
幹
部
と

の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。 

 

会
食
の
際
に
は
、
地
本
部
員

が
点
て
た
抹
茶
と
と
も
に
、
佐

賀
の
銘
菓
で
あ
る
佐
賀
錦
と
小

城
羊
羹
を
ご
賞
味
頂
き
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
西
部
方
面
総

監
の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
着

実
に
任
務
を
遂
行
し
、
今
後
も

佐
賀
県
の
方
々
と
防
衛
省
・
自

衛
隊
の
架
け
橋
と
し
て
活
動
し

て
参
り
ま
す
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
12
月
２
日

（
土
）
、
目
達
原
駐
屯
地
に
お

い
て
、
平
成
29
年
度
第
５
回
自

衛
官
候
補
生
（
男
子
）
及
び
第

３
回
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

採
用
試
験
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
試
験
は
、
２
～
３
年
を
１

任
期
（
２
任
期
目
以
降
は
、
２

年
）
と
し
て
勤
務
す
る
任
期
制

自
衛
官
を
採
用
す
る
も
の
で
す
。 

 

任
期
間
は
、
自
衛
官
と
し
て

体
力
・
気
力
を
充
実
さ
せ
、
必

要
な
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
、
任
期
満
了
後
は
、
希
望 

 

佐
賀
地
本
は
、
12
月
15
日

（
金
）
、
県
内
の
有
識
者
の

方
々
と
恒
例
の
「
茶
が
ゆ
会
」

を
行
い
ま
し
た
。 

 

茶
が
ゆ
会
は
、
質
素
倹
約
を

奨
励
し
た
佐
賀
藩
の
茶
が
ゆ
を

起
源
と
し
、
質
素
な
茶
が
ゆ
を

食
し
た
後
、
輪
番
制
に
よ
る
卓

話
を
行
い
、
各
種
の
情
報
・
意

見
交
換
を
行
う
も
の
で
、
昭
和

40
年
か
ら
52
年
間
継
続
し
て
、

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

茶
が
ゆ
会
は
、
毎
月
１
回
、

行
っ
て
お
り
、
会
員
で
あ
る
県

知
事
に
も
お
越
し
頂
い
て
お
り 

す
る
業
種
へ
再
就
職
し
た
り
、

ま
た
、
引
き
続
き
、
自
衛
官
と

し
て
勤
務
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。 

 

受
験
者
は
、
筆
記
試
験
、
口

述
試
験
及
び
身
体
検
査
に
最
後

ま
で
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
平
成
30
年
１

月
27
日
（
土
）
及
び
３
月
３
日

（
土
）
に
自
衛
官
候
補
生
採
用

試
験
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
今

後
も
募
集
・
採
用
業
務
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

 

ま
す
。 

 

当
日
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
前
で
、

雰
囲
気
を
だ
す
た
め
に
、
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
地
本
部
員
が

扮
し
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登

場
し
、
参
加
者
の
方
々
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
配
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
方
々
は
、
思
わ
ぬ

演
出
に
笑
顔
を
浮
か
べ
て
お
ら

れ
喜
ん
で
頂
け
た
よ
う
で
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
こ
の
伝
統
あ

る
茶
が
ゆ
会
を
継
承
し
、
有
識

者
の
方
々
へ
の
情
報
発
信
や
相

互
理
解
に
、
引
き
続
き
努
め
て

参
り
ま
す
。 

 
 

 

      

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で 

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

佐
賀
地
方
協
力
本
部
援
護
課

に
は
、
「
佐
賀
地
域
援
護
セ
ン

タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
は
、
援
護

課
長
兼
務
）
」
が
あ
り
、
佐
賀

県
全
域
で
、
再
就
職
先
の
企
業

様
を
担
当
す
る
「
佐
賀
・
目
達

原
セ
ン
タ
ー
」
及
び
全
国
の
部

隊
等
か
ら
退
職
後
に
、
佐
賀
県

で
再
就
職
を
希
望
す
る
隊
員
を

担
当
す
る
「
目
達
原
駐
屯
地
援

護
室
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お

り
ま
す
。 

 

昨
年
度
の
退
職
隊
員
の
う
ち

定
年
制
は
23
名
、
任
期
制
は

18
名
で
あ
り
、
全
員
が
再
就
職

し
ま
し
た
。 

 

再
就
職
先
の
業
種
は
、
事
務 

・
会
計
、
保
安
・
警
備
、
操
縦

手
、
専
門
技
術
、
医
療
福
祉
等

で
す
。 

 

平
成
29
年
度
も
残
り
３
カ
月

と
な
り
ま
し
た
が
、
佐
賀
県
自

衛
隊
退
職
者
就
職
援
護
協
議
会

及
び
県
内
所
在
の
企
業
主
等
の

皆
様
か
ら
退
職
自
衛
官
の
有
用

性
に
対
す
る
評
価
を
頂
き
、
昨

年
12
月
ま
で
の
隊
職
隊
員
の
う

ち
、
定
年
制
は
26
名
全
員
の
採

用
・
内
定
が
決
ま
っ
て
お
り
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
年
も
、
佐
賀
地
本
の
援
護

マ
ン
達
が
寒
さ
に
負
け
ず
、
新

春
か
ら
佐
賀
県
内
の
各
地
を
訪

問
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

佐 賀 地 本 
ニ ュ ー ス 

第4号 平成30年1月1日発行 

発行所 
自衛隊佐賀地方協力本部 

募集課広報室 
電話 0952-24-2291 

平和を、仕事にする。 
陸海空自衛官募集  

熱
か
風 

西部方面総監（写真中央）との懇談 地本長による防衛講話 

援護課長 
防衛事務官 重森正弘 

湯
浅
西
部
方
面
総
監
の
初
度
視
察
受
け 自衛官募集コーナーでの広報活動 

見送りを受ける西部方面総監 

実施要領の説明を聞く受験生 

受付中の受験生 

小
城
市
で
防
衛
講
話
・
こ
の
旗
の
国
を
護
る 

参加者にプレゼントを配るサンタクロース 

参加者全員での記念撮影 

佐
賀
地
本
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
現
わ
る 

退
職
自
衛
官
の 

援
護
状
況
に
つ
い
て 

平
和
を
守
り
、
未
来
を
創
る
自
衛
官
を
目
指
し
て 

十日恵比寿大祭で有名な與賀（与賀）神社 



 

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
12
月

２
日
（
土
）
、
目
達
原
駐
屯
地

で
行
わ
れ
た
輸
送
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
「
Ｃ
Ｈ─

47
Ｊ
Ａ
」
に
よ

る
体
験
搭
乗
へ
の
参
加
者
に
同

行
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
搭
乗
前
に
参
加
者

に
対
し
て
、
災
害
派
遣
時
に
お

け
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
活
動
状

況
等
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
有
用
性
及
び

必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
頂
き
ま
し
た
。 

 

唐
津
出
張
所
は
、
10
月
６
日

（
金
）
及
び
20
日
（
金
）
、
唐

津
市
加
唐
島
と
小
川
島
に
お
い

て
、
同
島
に
所
在
す
る
小
中
学

校
の
教
諭
に
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。 

 

唐
津
地
区
に
は
、
大
小
七
つ

の
有
人
離
島
が
あ
り
、
そ
の
中

で
、
小
中
学
校
が
あ
る
島
が
三

島
あ
り
、
今
回
は
、
そ
の
内
の

二
島
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

加
唐
島
に
は
、
１
３
６
人
の

方
が
生
活
さ
れ
、
加
唐
小
中
学 

 

引
き
続
き
、
約
20
分
の
体
験

搭
乗
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
、

「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
、
重
要
な

装
備
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き

ま
し
た
。
」
と
の
感
想
や
、

「
来
年
、
自
衛
隊
を
受
験
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
」
と
の

嬉
し
い
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
体
験
搭
乗
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
自

衛
隊
の
広
報
活
動
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。 

校
に
は
10
名
の
生
徒
が
在
校
し
、

小
川
島
に
は
、
３
６
３
人
の
方

が
生
活
さ
れ
、
小
川
小
中
学
校

に
は
18
名
の
生
徒
が
在
校
し
て

い
ま
す
。 

 

両
校
の
教
諭
に
は
、
募
集
制

度
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
頂

き
、
感
激
を
胸
に
島
を
後
に
し

ま
し
た
。 

 
唐
津
出
張
所
は
、
今
後
も
離

島
を
含
め
た
各
地
で
、
積
極
的

に
募
集
広
報
活
動
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。 

 
 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
11
月

26
日
（
日
）
、
築
城
基
地
で
行

わ
れ
た
航
空
祭
に
お
い
て
、
佐

賀
市
自
衛
隊
家
族
会
の
研
修
を

同
行
支
援
し
ま
し
た
。 
 

当
日
は
、
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
に
よ
る
飛
行
展
示
が
行
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
多
数
の
来
場

者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

基
地
内
で
は
、
Ｆ─

15
Ｊ
や

Ｆ─

２
戦
闘
機
等
の
装
備
品
展

示
が
行
わ
れ
、
来
場
者
の
方
々

が
興
味
深
く
見
学
す
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
12
月

３
日
（
日
）
、
小
倉
駐
屯
地
創

立
61
周
年
記
念
行
事
に
お
い
て
、

吉
野
ヶ
里
防
衛
協
会
及
び
吉
野 

ヶ
里
自
衛
隊
家
族
会
の
研
修
を

同
行
支
援
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

会
場
は
、
多
数
の
来
場
者
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

研
修
さ
れ
た
自
衛
隊
家
族
会

の
方
は
、
展
示
さ
れ
た
戦
車
や

車
両
を
興
味
深
く
見
学
し
、
盛

ん
に
写
真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
模
擬
戦
闘
訓
練
の
展 

 
お
待
ち
か
ね
の
Ｔ─

４
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
よ
る
飛
行

展
示
が
始
ま
る
と
、
白
煙
を
出

し
な
が
ら
の
一
糸
乱
れ
ぬ
飛
行

に
対
し
て
、
来
場
者
か
ら
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

 

展
示
飛
行
を
見
た
自
衛
隊
家

族
会
の
方
か
ら
は
「
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。
」
と
の
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
今
後

も
各
種
行
事
を
通
じ
て
、
自
衛

隊
の
広
報
活
動
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。 

示
の
際
に
は
、
迫
撃
砲
の
大
き

な
発
射
音
が
響
き
、
そ
の
迫
力

に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

模
擬
戦
闘
訓
練
の
展
示
を
見

た
防
衛
協
会
の
方
か
ら
は
、

「
良
く
訓
練
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
」
「
精
強

な
自
衛
隊
の
姿
を
見
て
、
頼
も

し
く
感
じ
ま
し
た
。
」
と
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
各
種
行
事
を
通
じ
て
、
自
衛

隊
の
広
報
活
動
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
11
月
24
日
（
金
）
か

ら
11
月
28
日
（
火
）
ま
で
の
間
、
目
達

原
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
４
特
科
連
隊

（
久
留
米
）
が
担
任
す
る
予
備
自
衛
官

５
日
間
招
集
訓
練
に
参
加
す
る
予
備
自

衛
官
の
受
入
れ
等
を
支
援
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
訓
練
で
は
、
最
終
の
任
期
満

了
を
迎
え
る
10
名
の
方
と
、
予
備
自
衛

官
と
し
て
、
永
年
勤
務
さ
れ
た
方
に
対

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
勤
続
を
称
え
て
、

表
彰
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
予
備
自
衛
官

が
安
心
し
て
出
頭
で
き
る
環
境
を
整
え

て
参
り
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
入隊と同時に「自衛官候補生」に任命され、３か月後に２等陸・海・空士（任期制自衛官）に任用されます。 
■２等陸・海・空士任用後は、陸上自衛隊は１年９か月、 海上・航空自衛隊は２年９か月の任期制コースとなります。 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  

募集種目 応募資格（学歴・年齢） 受付期間 試験日 

自衛官候補生 
１８歳以上 
２７歳未満の方 

年間を通じて 
行っております。 

受付時にお知らせします。 

※女子については、お問い合わせ下さい。 

防衛大学校学生 
一般（後期） 

高卒（見込者を含む。） 
２１歳未満の方 

３０年１月２０日 
～２６日 

１次試験 
３０年２月１７日 

鳥
栖 
唐
津 

佐
賀 

採 用 案 内 

武
雄 

平和を守り、未来を創る 

詳細につきましては、ホームページをご覧になるか、 
最寄りの地域事務所等へお問い合わせ下さい。 

加
唐
島
・小
川
島
で
募
集
広
報 

体
験
搭
乗
で
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ 

小
倉
駐
屯
地
記
念
行
事
の
研
修
に
同
行 

観閲行進を見学する防衛協会及び 
家族会会員の方々 

迫力ある模擬戦闘訓練の展示 

ヘリコプターの前で記念撮影 

加唐島全景 

小川島全景 

小川小中学校における教諭への説明 

築
城
基
地
航
空
祭
の
研
修
に
同
行 

Ｔ－４ブルーインパルスによる飛行展示 

Ｆ－２戦闘機の地上展示を見学する 
家族会会員の方々 

陸・海・空自衛官候補生募集 

永年の勤務を称えての記念撮影 

永
年
の
勤
務
を
称
え
て 


